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テーマ2: 多様な学術情報の発見と活用を支援するツールを考える

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）第2班



学修・研究活動をフルサポートするツール
を提案します！

ユーザの属性に応じて
「探す」「調べる」「学ぶ（メモする）」
「執筆する」「提出（公開）する」
に使えるツールを適切にナビゲートします

第２班の提案
平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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現状

学生
• どうやって調べれば？何を使えば？
• 目的の情報に辿り着くまでのクリック数が多
い

研究者
• 検索サービスがたくさんあり、探すのに
時間がかかる

• 出張先／自宅からリモートアクセスが
できないと困る

• 研究データの管理に困る

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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現状

図書館員

• ユーザの目的に沿った情報を適切に
ナビゲートできているのか・・・？

• 購入しているリソースの活用を促したい

• ひっ迫する図書館予算

図書館業界全体で活用したい

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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目標

ユーザが直感的に使えるサービス提供

購入しているリソースの活用

学外アクセスの提供

共通のサービスプラットフォーム構築

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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★全体像

共通のサービスプラットフォームを配付することにより、
導入費用を最小限に圧縮

カスタマイズにより大学の特性に応じたサービスを提供

A Univ. 
Discovery

Univ. of B 
Discovery

C Univ. 
Discovery

文献管理ツール
商用

Discovery

AI

ﾘﾝｸﾘｿﾞﾙﾊﾞ
・シボレス認証
・大学ごとのカスタマイズ

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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★全体像

共通のサービスプラットフォームを配付することにより、
導入費用を最小限に圧縮

カスタマイズにより大学の特性に応じたサービスを提供

A Univ. 
Discovery

Univ. of B 
Discovery

C Univ. 
Discovery

文献管理ツール
商用

Discovery

AI

ﾘﾝｸﾘｿﾞﾙﾊﾞ

Japanese
Discovery

・シボレス認証
・大学ごとのカスタマイズ

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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「Japanese Discovery」に持たせる機能

• 現行ディスカバリーサービスの機能
一元的な検索

関連度によるソート

ファセット絞り込み

• ブラウジング機能
• 多言語対応
• マルチデバイス対応

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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Docが教える道案内

Docとは？
• 人工知能（AI）により生まれた道案内犬

• ユーザの利用行動を学習して最適な

ナビゲーションを提供

• 全国のレファレンスライブラリアンが育成

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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・シボレス認証：ログイン
→属性に合わせたナビゲート

こんにちは！
Docへようこそ！

ポータル
平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）

9



なにがしたいの？

・授業のレポートが書きたい

・卒業論文が書きたい

・
・
・

・その他

学生向け

｜
目的を選択する

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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授業のレポートのテーマは？

学生向け

学習支援の手法｜

利用者の課題を入力してもらう
（AIによる自動解析）

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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レポートを書くのはこの
ステップだね

１．理解を深める

２．テーマを絞る

３．先行研究の収集

４．アウトライン作成

５．執筆

６．チェック

７．提出

学生向け

目的に合わせたスタートから
ゴールまでの段階を案内する

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）

12



レポートを書くのはこの
ステップだね

１．理解を深める

文献を調べる

用語を調べる

ニュースをしらべる

２．テーマを絞る

３．先行研究の収集

学生向け
段階ごとにやることの
提案を行う

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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レポートを書くのは
このステップだね

１．理解を深める

文献を調べる

用語を調べる

ニュースをしらべる

２．テーマを絞る

３．先行研究の収集

所蔵 オンライン 取寄せ

所蔵 オンライン 取寄せ

資料の入手方法の表示
（リンクリゾルバとの一体化）

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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３．先行研究の収集

あなたが使える資料

OPAC(図書館所蔵)

ProQuest Central(DB)

EBSCO (DB)

４．アウトライン作成

５．執筆

所蔵 オンライン 取寄せ
い

所蔵 オンライン 取寄せ
い

各ステップに適した機能を提案
してくれる。

文献情報や調べていて気付いた
ことをメモ

DocNote

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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３．先行研究の収集

あなたが使える資料

OPAC(図書館所蔵)

ProQuest Central(DB)

EBSCO (DB)

４．アウトライン作成

５．執筆

所蔵 オンライン 取寄せ
い

所蔵 オンライン 取寄せ
い

メモを呼び出せる

DocNote

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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先生！これがおすすめです！

・データベースを調べたい
農学系データベース

AAA
BBB
CCC

・その他

・検索履歴
2016/3/12 キーワード「」

｜

属性によって、予め関連する提
案を行う。

先生！これがおすすめです！

・データベースを調べたい
農学系データベース

AAA
BBB
CCC

・その他

・2016/3/12 検索条件「農業」

検索履歴文献管理

研究者向け
平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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・文献情報の管理機能
↓

・引用文献の出力機能
↓

・ファイルの保存機能
↓

・機関リポジトリ登録用に
メタデータ出力機能 検索履歴文献管理

・資料１

研究者向け

先生！これがおすすめです！

・データベースを調べたい
農学系データベース

AAA
BBB
CCC

・その他

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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３．先行研究の収集

あなたが使える資料

OPAC(図書館所蔵)

ProQuest Central(DB)

EBSCO (DB)

４．アウトライン作成

５．執筆

所蔵 オンライン 取寄せ
い

所蔵 オンライン 取寄せ
い

SNS機能

ユーザ同士の交流
メモの共有・グループチャット

ディスカッションによる気づきの促進

↓

！！思わぬ発見！！
！！Serendipity！！

★

DocNote

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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効果

学生

• どうやって調べれば？何を使えば？
• 本文に辿り着くまでのクリック数が多い

↓
• 適切なナビゲーションによって、習熟度に応
じた検索から執筆までの幅広い能力が自然に
身につく
利用者教育にもつながる

• 講習会に参加できなくても、学べる仕組み
ユーザ層の拡大

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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効果

研究者
• 検索サービスがたくさんあり、探すのに時間がか
かる

• 出張先／自宅からリモートアクセスができないと
困る

• 研究データの管理に困る
↓

• 適切なナビゲーション
• AIの導入により、24時間365日レファレンスサービ
スが提供可能に

• 調査と研究データの管理を同一のプラットフォー
ムで行うことで、効率的な研究活動が可能に

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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現状

図書館員

• ユーザの目的に沿った情報を適切に
ナビゲートできているのか・・・？

• 購入しているリソースの活用を促したい

• ひっ迫する図書館予算

図書館業界全体で活用したい

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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効果

• 購入しているリソースの最大限の活用
• 共通のサービスプラットフォームにより導入
費用を最小限に圧縮

• 成果のリポジトリ出力機能により、セルフ
アーカイブが促進され、リポジトリ業務の効

率化に

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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★ Japanese Discovery実現に向けて

Discoveryユーザーグループ結成

Discoveryベンダー・
AI研究者との意見交換

仕様検討

Japanese Discoveryへ

AI 研究・ Discovery活用事例の調査

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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★図書館員は何をする？

• 図書館員のスキル・レファレンス事例を
AIに投入

• AIのメンテナンス（エラー解析処理）

• 教育・研究に積極的に関与

• データの収集から発信・活用へ

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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ご清聴ありがとうございました

平成28年度大学図書館職員短期研修（東京会場）
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